
な
い

よ
う
、

名
主
か
ら
申
し
付
け
て

ほ
し
い
、

（三）

伝
馬
役
は
そ
れ
ぞ
れ
持
高
分
だ
け
を
勤
め
、

他
人
（
持
高
百
姓
）
の

分
ま
で

は
勤
め
な
い
、

等
を

申
し
出
た（
卯
二

月
廿
三
日

牧
之
丞
よ
り
父
あ
て
、

「
急
書
取
ヲ

以
申
上
候
…
…

」
前
記
高
橋
基
家
文
書
）。
隣
村
上
白
根
村
名
主
牧
之
丞
の

み
る
と
こ

ろ
で

は
、

困
窮
の

小
前
へ

「
腰
押
」
し
を
し
て
い

る
の

は
、

弥
五

郎
・

弥
三

郎
兄
弟
で
、

不
動
社
寄
り
合
い

の

砌
、

両
人
は
、

「
村
内
米
所
持
の

者
か
ら
米
を

去
年
暮
の

相
場
（
一

両
に
白
米
一

斗
一

升
六
合
壱
勺
）
で

買
い

請
け
る
よ
う
要
求
す
る
。

買
い

取
る
金
子
が
な
い

困
窮
者
の

分
は
弥
三

郎
ら
で

引
き
請
け
、

そ
れ
を
皆
に

銭
百
文
に

付
白
米
一

合
三

勺
で

分
売
し
よ
う
」と
述
べ

た
。

分
売
の

値
は
一

両
＝

銭
七
貫
文
換
え
と
し
て
、

一

両
に

白
米
九
升
一

合
と
な

る
。

す
な
わ
ち
、

弥
三

郎
ら
は
、

そ
の

差
額
白
米
二

升
五

合
一

勺
を
儲
け
よ
う
と
す
る
魂
胆
な
の

で
、

困
窮
人
へ

は
、

物
持
ち
が
、

施
し
な
ど
と
称
し
て

米
な
ど
を
く
れ
よ
う
と
し
て

も
、

も
ら
っ

て

は
い

け
な
い

と
い
っ

て
い

る
の

だ
と
み
る
。

こ

の

名
主
の

理
解
の

真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、

物
価
騰
貴

を
機
に
、

村
内
の

複
雑
な
対
立
が
表
面
化
し
て

き
た
こ

と
が
わ
か
る
。

こ

の

よ
う
な
村
内
対
立
の

激
化
・

農
民
の

生
活
困
窮
は
、

幕
府
取
締
り
の

弛
緩

と
あ
い

ま
っ

て
、

一

方
で

は
盗
難
・

押
し
込
み
の

頻
発
を
も
生
ん
だ
。

こ

う
し
た
治
安
の

乱
れ
は
、

以
後
明
治
二
、

三

年
の

こ

ろ
ま
で

続
い

た
。

寺

山

村

明
治
二

年
（
一

八
六
九

）
五

月
、

寺
山
村
小
前
一

同
は
、

神
奈
川
県
裁
判

所
に

対
し
、

村
方
旧
菅
谷
平
八
郎
知
行
所
名
主
権
蔵
を

「
不
実
謀
叛
之
企
人
」
と
訴
え
出
た
（
明
治
二

年
五
月
「
乍
恐
以
書
付
訴
訟
奉
申
上
候
」
前
記
高
橋
家
文
書
）。

そ
れ
に

よ
れ
ば
、

権
蔵
は
、

不
正
の

年
貢
、

御
用
金
割
を
し
て

横
領
し
、

加
え
て

明
治
元
年
七
月
「
廻
村
合
力
人
」
二

人
を
盗
賊
と
み
な
し
て

突
き
殺
し
、

白
根
・

上
猿
山
三

か

村
境
に

埋
め
た
と
い

う
罪
業
を
も
あ
げ
て
い

る
。

こ

の

二

人
は
、

「
徳
川
様
家
来
王
臣
之
家
臣
」（
ま
た
は
「
上
州
高
崎
城
主
家
来
弐
拾
壱
歳
津
田
寅
之
助
」

「
松
平
伊
豆
守
家
来
年
拾
七
歳
房
之
助
」）
で
、

男
女
子
供
含
め
九
人
ば
か
り
で
、

近
在
の

村
々

を
回
り
、

合
力
し
て

い

た
。

こ

れ
は
、

近
在
の

百
姓
な
ら

皆
知
っ

て
い

る
こ

と
だ
っ

た
と
い

う
。

し
か
し
、

権
蔵
は
、

元
年
七
月
十
一

日

夕
刻
「
大
音
声
ヲ

懸
ケ

」、
「
権
蔵
貝
吹
忠
兵
衛
悴
鐘
ヲ

な
ら
し
」
て

突
き
殺
し
、

ま
た
「
右
弐
人
の

も
の

生
か
へ

り
候
処
、

又
候
突
殺
し

」
た
。

武
士
が
零
落
し
て

合
力
と
な
っ

て

村
々

を
回
り
歩
き
、

そ
れ
を
名
主
ら

が
盗
人
と
み
な
し
て

突
き
殺
す
な
ど
、

平
時
な
ら
ば
考
え
ら
れ
な
い

こ

と
で

あ
る
。
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勝

田

村

強
盗
も
し
き
り
に

出
没
し
、

ま
た
、

野
荒
し
も
横
行
し
た
。

こ

れ
は
、

と
く
に

都
筑
郡
に

限
ら
ず
、

相
武
一

帯
に
み
ら
れ
た
現
象

で

あ
る
。

村
々

は
、

種
々

の

自
衛
手
段
を
と
っ

た
が
、

次
の

都
筑
郡
勝
田
村
の

場
合
は
、

や
や
特
異
な
例
に

属
す
る
。

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）
十
一

月
、

勝
田
村
で

は
、

「
当
節
は
此
所
彼
所
に

て

耕
作
諸
品
取
込
置
候
も
の

迄
盗
取
候
も
の

数
多
こ

れ
有
」
と
い

う
状

況
に

手
を
焼
き
、

村
方
小
前
一

同
を
集
め
て
、

次
の

よ
う
に

「
議
定
」
し
た（
明
治
二

年
十
一

月
十
四
日

「
村
方
取
究
議
定
一

札

御
支
配
所
武
蔵
国
都
筑
郡
勝

田
村
」
横
浜
市
港
北
区

関
恒
三

郎
家
文
書
）。

す
な
わ
ち
、

野
荒
し
の

犯
人
を
「
村
内
厳
重
穿
鑿
」
し
た
が
判
明
し
な
い
。

よ
っ

て
、

今
後
村
内
で

諸
品

が
紛
失
し
た
ら
、

直
様
急
触
し
て

「
男
女
老
若
共
役
所
江
呼
寄
」
せ
、

「
神
仏
江
一

同
に
て

信
心
い

た
し
紀
州
熊
野
山
烏
御
府
亦
は
三

田
有
間
様
水

天
狗
御
札
」
な
ど
を
銘
々

飲
ま
せ
、

苦
し
む
な
ど
の

兆
を
あ
ら
わ
し
て

「
盗
取
候
も
の

相
知
れ
候
ハ

ゝ

直
様
御
支
配
所
御
裁
判
所
」
に

届
け
出
る
。

そ
の

節
ど
の

よ
う
な
「
御
咎
メ

」
を
う
け
て

も
、

当
人
は
も
ち
ろ
ん
家
内
中
恨
が
ま
し
い

こ

と
を
言
い

立
て
て

は
な
ら
な
い
、

と
い

う
の

で

あ
る
。

こ
の

議
定
書
に

は
、

村
内
す
べ

て

の

小
前
と
そ
の

女
房
が
連
署
印
形
を
押
し

て

い

る
。

こ

の

よ
う
な
方
法
が
ど
れ
だ
け
有
効
だ
っ

た
か
は
疑
問
だ

が
、

野
荒
し
の

犯
人
が
村
内
の

者
で

あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
、

共
同
体
の

心
的
な
紐
帯
を
よ
り
ど
こ

ろ
に

し
て

野
荒
し
防
止
を
図
っ

て
い

る
。

こ

の

村
は
、

明
治
五

年
の

物
産
－
米
二

五

〇
石
、

麦
一

一

二

石
、

雑
穀
（
粟
・

稗
・

ソ
バ

）
一

四
一

石
、

ほ
か
に

菜
種
一

五

石
、

大
豆
二

〇
石
等
を
産

す
る
三

七
戸
の

純
農
村
で
、

養
蚕
は
行
っ

て
い

な
い
、

き
わ
め
て

自
給
性
の

強
い

村
で

あ
る
（
明
治
六
年
五

月
「
村
方
明
細
書
上
帳

都
筑
郡
勝
田
村
」
横

浜
市
旭
区
　
桜
井
栄
一

郎
家
文
書
）。

上

白

根

村

上
白
根
村
の

場
合
は
、

一

般
的
な
方
式
で
の

取
締
り
を
定
め
て
い

る
（「
明
治
三

午
年
八
月
八
日

　
取
締
議
定
一

札

上
白
根
村
」
前
記
高

橋
家
文
書
）。

同
村
で

は
明
治
三

年
（
一

八
七
〇

）
八
月
八
日
、

「
田
畑
山
林
諸
作
物
紛
失
流
行
、

一

同
悉
く
難
渋
少
な
か
ら
ざ
る

」
た
め
、

次
の

よ
う
な
村
議
定

を
行
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

（一）

養
蚕
季
節
中
、

他
か
ら
買
い

入
れ
た
訳
で

も
な
い

の

に
、

「
何
方
ゟ
取
出
売
桑
」
を
す
る
者
が
あ
る
が
、

以
来
「
何
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村
誰
ゟ
買
、

何
方
江
売
渡

」
し
た
か
が
不
明
な
取
引
き
を
す
る
者
は
「
急
度
取
調

」
べ

る
。

（二）

今
後
、

他
人
の

田
畑
山
林
に

断
り
な
く
入
り
込
ん

だ
者
、

ま
た
は
諸
作
物
枝
木
等
を
取
荒
し
た
者
を
見
か
け
た
ら
隣
家
の

者
で

あ
っ

て

も
遠
慮
な
く
差
し
押
さ
え
、

「
御
取
締
御
出
役
様
」
へ

差
し
出

す
。

（三）

炭
焼
渡
世
で

な
い

の

に

炭
を
売
り
、

薪
山
買
入
れ
も
せ
ず
薪
枝
を
売
る
者
は
、

そ
の

品
の

出
所
を
糺
し
、

出
所
不
明
な
ら
ば
「
盗
物
に

付

差
押
へ

」
御
出
役
様
へ

差
し
出
し
吟
味
し
て

も
ら
う
。

右
等
の

た
め
に

要
し
た
費
用
は
、

軒
別
四
分
、

高
割
六
分
の

割
合
で

村
中
で

出
金
す
る
。

ま

た
盗
人
を
見
つ

け
差
し
押
さ
え
た
者
は
褒
美
と
し
て
、

右
の

出
金
を
免
除
す
る
。

こ

の

議
定
は
、

戸
主
の

み
の

連
印
で

あ
る
。

こ

こ

で

特
徴
的
な
の

は
、

勝
田
村
の

野
荒
し
は
、

そ
の

日
の

食
料
に

窮
し
て
の

犯
行
が
主
と
み
ら
れ
る
の

に

対
し
て
、

上
白
根
村
の

場
合
は
、

盗
品
売
却
に

よ
る
貨
幣
の

獲
得
が
野
荒
し
の

目
的
で

あ
る
。

農
民
の

生
活
に

貨
幣
が
不
可
欠
な
も
の

に

な
っ

て

い

る
こ

と
を
示
す
も
の

で

あ
ろ
う
。

と
く
に

売
桑
は
、

養
蚕
の

盛
行
と
桑
不
足
が
そ
の

背
景
に

あ
る
。

こ

れ
は
、

養
蚕
地
帯
に

固
有
な
現
象
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ

の

こ

と
を
念
頭
に

置
き
、

さ
き
の

橘
樹
郡

諸
村
と
は
異
な
り
養
蚕
業
を
主
な
現
金
収
入
源
と
す
る
都
筑
郡
の

い

く
つ

か
の

村
の

農
業
形
態
を
検
討
す
る（
表
一

－

一

二

）。

岡

上

村

と

片

平

村

岡
上
村
と
片
平
村
と
は
ほ
ぼ
同
一

規
模
の

村
だ
が
、

水
田
の

比
重
が
異
な
り
、

岡
上
村
で

は
米
の

商
品
化
は
少
な
く
、

年
に
よ
っ

て

は
、

か
え
っ

て

米
の

購
入
も
必
要
と
な
る
。

た
だ
し
、

表
の

「
自
用
費
消
」
高
は
、

一

人
一

日
一

合
五

勺
の

米
を
食
べ

る
と
し

て

計
算
し
た
も
の

で
、

村
民
全
体
が
、

半
ば
は
米
、

半
ば
は
麦
ま
た
は
雑
穀
を
混
食
し
て
い

る
こ

と
が
前
提
に

な
っ

て
い

る
。

「
他
所
移
出
」
高
は

こ

れ
に

よ
る
推
計
値
で
、

実
際
に
六
七
石
余
の

米
を
購
入
し
た
わ
け
で

は
な
く
、

主
食
を
麦
・

雑
穀
の

み
に

頼
れ
ば
購
入
は
避
け
ら
れ
る
。

岡
上
村

で

の

主
要
な
商
品
は
、

米
よ
り
も
む
し
ろ
甘
柿
・

繭
・

生
糸
で

あ
る
。

濁
酒
は
、

造
り
石
高
一

〇
石
の

免
許
を
得
た
一

戸
が
酒
造
し
て

近
村
へ

売
捌

い

て

い

る
に

す
ぎ
な
い
。

甘
柿
は
、

竹
籠
に

入
れ
（
籠
四
つ

で
一

駄

）、
東
京
ま
た
は
神
奈
川
宿
へ

売
捌
か
れ
る
。

こ

の

辺
り
一

帯
の

特
産
物
で

あ
る

繭
は
、

す
べ

て

が
そ
の

ま
ま
他
へ

売
却
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。

明
治
四
年（
一

八
七
一

）
で

は
繭
一

二

五

貫
、

此
生
糸
二

五

貫
と
記
さ
れ
、

繭
一

貫

か
ら
生
糸
二

〇
〇
目
を
生
産
す
る
と
し
て

繭
産
額
か
ら
生
糸
産
額
を
計
算
し
て
い

る
。

こ

れ
に

よ
れ
ば
、

同
村
で

産
す
る
繭
は
、

農
家
で

そ
の

ま
ま
手
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挽
き
糸
に

製
せ
ら
れ
販
売

さ
れ
て

い

た
。

し
か
し
、

明
治
五
、

六
年
に
は
、

さ

ら
に

多
く
の

収
繭
が

あ

り
、

四
〇
〇
貫
程
度
は
繭

で

売
却
さ
れ
て

い

る
計
算

に

な
る
。

い

ず
れ
に

せ

よ
、

こ

の

村
で

は
、

製
糸

は
、

ま
だ
農
家
の

副
業
と

し
て
、

手
挽
き
に

よ
っ

て

営
ま
れ
て
い

た
。

片
平
村

は
、

水
田
勝
ち
の

村
だ
が
、

繭
・

生
糸
の

生
産
も

あ

り
、

ま
た
甘
柿
・

炭
を
も

産
出
し
て
い

る
。

一

戸
当

た
り
の

繭
・

生
糸
生
産
量

は
岡
上
村
ほ
ど
多
く
は
な

表1－12　都筑郡岡上村・片平村の農産物商品化（明治4年－6年）

注　1　岡上村　梶景三家文書，片平村　安藤資次家文書，なお同村明治5年は「数目調書」。
2　岡上村　貢納明治5，6年には「村役人給米・庁中諸費その他」を含む。
3　（　）内数字は商品化率を示す。但し岡上村小麦・大豆明治5，6年分は，産額が明
治4年と同額として推計。

4　岡上村　明治6年〔　〕内数字は明治7年の数字をあてた。
5　片平村　「農産表」は過少な数字が掲記されているので個票により訂正した。〔　〕内
数字も同様。

6　なお，明治5年正月20日「辛未歳出品取調書上帖　武蔵国都筑郡片平邑」の表紙には，
「右帖面之義者我等下相談之上取調書上但シ米ハ反ニ三俵弐斗積其外雑穀之義者有目通
糸繭三分一炭五分柿四分通書出ス。後年之ため朱書ニ而記置もの也」との朱注があり，
「物産表」提出の際，過少申告がなされたことを示している。実際に計算してみると，表掲
値では，農家別集計値の糸は2分の1，繭は約6分，炭5分，柿4分である（表1－13は農
家別集計値に訂正した）。しかし，農家別の糸・繭産額自体にも過少記載が考えられる。
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い

が
、

こ

の

表
の

原
資
料
、

各
農
家
別
物
産
書
上
帳
を
み
る
と
各
農
家
と
も
、

繭

生
産
額
は
、

繭
の

ま
ま
販
売
し
た
分
の

み
の

額
で
、

自
家
で

そ
の

ま
ま
糸
に

し
た

分
は
載
せ
て

い

な
い
。

し
た
が
っ

て
こ

の

村
で

は
総
額
六
七
貫
弱
の

養
蚕
が
な
さ

れ
て

い

る
こ

と
に

な
る
。

片
平
村
は
、

前
述
の

よ
う
に

水
田
を
基
幹
と
す
る
農
業
が
営
ま
れ
て
い

る
が
、

全
農
家
五
五

戸
を
米
の

収
穫
高
別
（
反
収
一

石
四
斗
と
し
て

換
算
す
れ
ば
、

そ
の

ま
ま

水
田
耕
作
面
積
の

広
狭
別
を
表
示
す
る

）
に

区
分
す
れ
ば
、

水
田
を
全
く
耕
作
し
な
い

零
細
農
家
三

戸
、

自
給
で

き
る
ほ
ど
の

水
田
を
耕
作
し
て
い

な
い

下
層
農
家
二

八

戸
、

ほ
ぼ
自
家
用
の

米
を
賄
い

う
る
中
層
農
家
一

九
戸
、

米
の

恒
常
的
な
販
売
が

可
能
な
上
層
農
家
五

戸
に

分
か
れ
る
（
表
一

－

一

三

）。

甘
柿
は
、

主
に

庭
先
き
、

宅

地
内
の

柿
の

木
か
ら
採
取
販
売
す
る
も
の

で
、

零
細
な
農
家
で

も
、

販
売
量
は
大

差
な
い
。

こ

れ
に
反
し
、

製
炭
は
、

雑
木
山
の

所
持
を
前
提
と
し
、

そ
の

所
持
の

大

小
は
、

一

般
に

水
田
の

所
持
の

大
小
と
相
関
す
る
。

販
売
す
る
炭
の

な
か
に

は
、

中
・

下
層
農
の
一

部
が
他
か
ら
買
い

入
れ
再
販
す
る
炭
も
含
ま
れ
て
い

る
。

こ

の

買
入
れ
炭
を
除
い

て
一

戸
当
た
り
製
炭
量
を
み
れ
ば
、

上
層
農
は
、

平
均
の

三

倍
近

い

量
で

あ
る
の

に

対
し
、

中
層
農
は
平
均
の

二

倍
、

下
層
農
は
平
均
の

六
分
の
一

と
、

明
白
な
階
層
差
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
（
買
入
れ
炭
を
入
れ
て

も
こ

の

階
層
差
は
変

表1－13　片平村米収量別農家の商品化傾向（明治4年）

注　1　「辛未歳産出品書上帳」（安藤資次家文書）より作成。
2　仮りに繭1貫目より糸200匁を製するとして分類した。
3　炭（　）内数字は買入れ俵数，なお1俵2貫目入り。また1戸当たり炭俵数（　）内
数字は買入俵を除いた自家生産俵数。

4　繭・糸農家戸数（　）内数字は，うち、明治6年3月「生糸製造人名前書上」に名前
のある家数。
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わ
ら
な
い

）。

こ

れ
に

対
し
、

養
蚕
・

製
糸
は
、

主
に

中
層
農
に
よ
っ

て

担
わ
れ
て

い

る
の

が
特
徴
的
で

あ
る
。

こ

の

村
で

は
、

養
蚕
・

製
糸
は
、

多
か
れ
少
な

か
れ
、

ほ
と
ん
ど
の

農
家
（
五
五
戸
中
四
五
戸
、

八
二

㌫

）
が
営
ん
で

い

る
。

そ
し
て

そ
の

内
、

養
蚕
の

み
で

製
糸
を
行
っ

て

い

な
い

農
家
は
、

一

〇

戸
に

す
ぎ
な
い
。

多
く
は
「
繭
自
分
飼
あ
げ
嶋
田
糸
ニ

製
候
者
」
で

あ
る（
明
治
六
年
三

月
「
生
糸
製
造
人
名
前
書
上

」
川
崎
市
多
摩
区

安
藤
資
次
家
文
書

）。

こ

れ
ら
農
家
の

う
ち
、

生
糸
に

し
て

六
〇
〇
目
以
上
を
製
す
る
、

村
で

最
も
養
蚕
・

製
糸
規
模
の

大
き
い
一

〇
戸
は
、

す
べ

て

中
層
農
お
よ
び
下
層

農
に

属
す
る
。

こ

こ

で
、

養
蚕
・

製
糸
発
展
の

担
い

手
と
な
っ

て
い

る
の

は
、

中
・

下
層
農
な
の

で

あ
る
。

上
層
農
は
、

ゆ
と
り
あ
る
水
田
経
営
を
主
体
に

し
、

持
山
で
の

製
炭
を
行
い
、

旧
来
か
ら
引
き
続
い

て

安
定
し
た
経
営
の

な
か
で
、

養
蚕
・

製
糸

を
も
大
き
な
損
失
を
招
く
こ

と
が
な
い

程
度
に

小
規
模
に

行
っ

て
い

る
。

こ

れ
に

反
し
て
、

中
・

下
層
農
の
一

部
は
、

水
田
・

製
炭
の

面
で

の

発
展
が

制
約
さ
れ
て

い

る
条
件
下
で
、

新
た
に

有
望
な
現
金
収
入
源
と
し
て

養
蚕
・

製
糸
に

自
己
の

経
営
の

発
展
を
賭
け
て
い

る
。

し
か
し
、

商
品
生
産
の

急
速
な
発
展
の

道
が
開
け
た
と
同
時
に
、

価
格
の

変
動
・

気
候
・

疾
病
発
生
等
に

よ
る
経
営
破
綻
の

可
能
性
も
絶
え
ず
存
在
し
て
い

る
。

養
蚕
の

主

な
担
い

手
が
、

こ

の

よ
う
な
中
・

下
層
農
で

あ
る
故
に
、

さ
き
に
み
た
上
白
根
村
の

事
例
の

ご
と
く
、

急
激
な
養
蚕
規
模
の

拡
大
、

気
候
不
順
に
よ
る

桑
の

成
育
不
良
な
ど
が
、

た
ち
ま
ち
桑
不
足
を
招
き
、

買
桑
や
そ
れ
を
め
ぐ
る
野
荒
し
の

発
生
を
生
む
こ

と
に

な
る
の

で

あ
ろ
う
。

中
・

下
層
農
に

よ

る
養
蚕
・

製
糸
は
、

こ

の

よ
う
な
不
安
定
性
を
も
つ

た
め
に
、

製
糸
三

〇
〇
目
以
上
の

製
糸
を
い

と
な
み
な
が
ら
（
表
一

－

一

三

）
生
糸
製
造
人
名
前

書
上
に

も
れ
た
り
、

あ
る
い

は
八
王
子
製
糸
改
会
社
へ

加
入
し
て

い

な
い

な
ど
の

経
営
も
存
在
し
て
い

る
（
こ

れ
に

反
し
、

同
じ
製
糸
規
模
の

上
層
農
は

す
べ

て

把
握
さ
れ
て
い

る

）。

下
川
井
村
の

戸
長
を
勤
め
た
豪
農
桜
井
光
興
は
、

一

八
七
七
年
蚕
種
会
議
所
に

対
し
「
養
蚕
増
益
井
蚕
種
性
劣
恢
復
之
論

」（『
資
料
編

』17

近
代
・

現
代
（7）
二
二

前
記
桜
井
栄
一

郎
家
蔵

）
を
提
議
し
た
が
、

な
か
で
、

「
近
年
は
蚕
業
多
く
し
て

桑
高
値
な
り
、

人
々

桑
よ
り
多
く
養
蚕
を
致
し
、

高
価
の
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桑
を
買
て
養
う
故
至
て

利
益
な
し
、

亦
甚

敷
に

至
り
て
は
桑
を
買
得
の

力
尽
て
五
三

日
の

近
き
に

及
ひ
、

悉
皆
蚕
を
投
捨
す
る
者
あ
り
、

夫
は
偖
置
、

繭
の

収
穫
は
多
し
と
雖
と
も
、

品
粗
悪
に

し
て

糸
の

量
目
少
な
し
」
と
の
べ

て
い

る
現
状
は
、

右
の

片
平
村
で

の

よ
う
な
、

資
力
に

乏
し
い

中
・

下

層
農
に
よ
る
養
蚕
製
糸
の

拡
大
に

よ
っ

て

生
じ
た
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

注（

1

）
　
明
治
二

年
六
月
「
御
廻
米
津
出
場
其
外
書
上
帳
浅
井
政
之
丞
上
知
、

松
波
俵
三

郎
上
知
、

国
領
正
太
郎
上
知
、

武
州
橘
樹
郡
末
長
村
」
に
よ
れ
ば
、

貢
米

は
、

二

子
村
川
岸
ま
で
三

四
町
を
陸
路
で

運
ば
れ
、

そ
こ

で
船
積
み
さ
れ
、

多
摩
川
か
ら
海
上
一

六
里
を
船
で

東
京
ま
で
運
ば
れ
た
。

（

2

）
　
同
文
の

文
書
は
、

横
浜
市
旭
区
白
根
町
　
高
橋
基
家
文
書
（
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
蔵
）
の

な
か
に
も
あ
る
。

第
三
節
　
内
陸
部
四
郡

一

　
維
新
期
の

政
情

武

州

騒

動

慶
応
二

年
（
一

八
六
六
）
五
月
二

十
三
日
、

東
海
道
宿
駅
で
の

打
ち
こ

わ
し
勃
発
の

報
は
た
ち
ま
ち
内
陸
部
へ

も
広
が
っ

た
。

甲
州

街
道
の

宿
駅
多
摩
郡
日

野
宿
の

河
野
清
助
（
一

八
七
五
年
現
在
田
一

町
六
反
、

畑
三

町
四
反
、

宅
地
八
畝
、

山
林
二

町
八
反
所
有
）
は
、

日

記
の

同
月
二

十
九
日
の

条
に

「
是
に

諸
色
高
値
に

付
世
間
騒
乱
夥
し
、

東
海
道
品
川
に

て
一

夜
に

て

五
十
三

け
ん
打
こ

わ
し
有
と
云
々
、

米
小
う
り
一

合
七
勺
位
い

」（
東
京
都
日

野
市
　
河
野
正
夫
家
蔵
「
日

記
」）
と
記
し
た
。

同
宿
で

は
、

六
月
七
日
、

「
諸
色
高
値
に

て

難
渋
に

て

組
寄
合
あ
る
。

し
ち

や
七
て

ん
よ
り
す
く
い

米
で

る

」（
前
掲
「
日
記
」）
と
い

う
応
急
措
置
を
と
っ

た
が
、

そ
の
一

週
間
後
の

十
三

日
に

は
、

秩
父
郡
飯
能
町
で
、

周
辺
山
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村
民
に

よ
る
打
ち
こ

わ
し
が
勃
発
し
、

騒
動
勢
は
次
第
に

多
摩
川
沿
い

に

南
下
し
て

八
王
子
に

迫
っ

た
。

こ

の

状
況
を「
河
野
日

記

」の
見
聞
に

従

っ

て

摘
記
す
る
。

（
六
月

）十
六
日
、

八
ッ

半
時
大
騒
動
有
之
、

其
故
ハ

諸
色
高
直
ニ

付
、

難
渋
人
集
リ
打
コ

ハ

シ

有
之
、

前
十
四
日

飯
能
扇
町
屋
・

所
沢
引
又
町
所
々

ヲ

打
破
リ
今

朝
福
生
村
十
兵
衛
打
コ

ハ

シ
、

夫
ヨ

リ
拝
嶋
坂
口
一

軒
夫
ヨ

リ
中
神
邑
久
二

郎
ヲ

打
コ

ハ

シ
、

夫
ヨ

リ
宮
沢
田
村
ヤ
ト
云
酒
蔵
ヲ

打
コ

ハ

シ
、

夫
ヨ

リ

玉

川

ヲ

渡

リ
、

既
ニ

八
王
子
江
罷
通
ル
、

前
築
地
舟
場
等
所
ニ

ハ

日

野
農
兵
ニ

鎗
剣
又
ハ

十
五
ヨ

リ
六
十
迄
男
タ
ル

者
ハ

得
モ

ノ

ヲ

以
テ
早
鐘
ニ

テ
集
リ
、

皆
築
地
川
原
江
打

寄
、

既
ニ

打
コ

ハ

シ

ノ

人
数
千
人
参
リ
川
ヲ

渡
リ
候
所
、

川
原
ヨ

リ
鉄
砲
打
カ

ケ
、

ヲ
ヒ

チ
ラ
シ
、

テ
ッ

ポ
ウ

切
致
、

即
死
人
十
四
人
、

手
ヲ
ヒ

人
数
ヲ

知
ラ
ズ
、

生
ド

リ
四
十
一

人
計
リ
、

実
ニ

ア
ハ

レ
ヘ

キ
ハ

打
コ

ハ

シ

ノ

人
ナ
リ
、

実
ニ

古
今
マ

レ

ナ
ル

ソ

フ

ド
フ

ナ
リ

十
六
日
、

亦
福
生
川
サ
キ
羽
村
ヘ

ン

サ
ハ

ガ
シ

キ
ト

テ
ノ
ヲ

兵
ク
リ
出
ス
、

玉
川
渡
シ

ツ
ヒ

デ
渡
シ

等
ハ

相
人
数
ニ

テ
ツ

メ
ヲ
ル
、

兵
良
タ
キ
出
シ

イ
タ
シ
、

サ
ハ

カ
シ

キ
コ

ト

夥
シ

十
七
日
、

打
コ

ロ

シ

人
見
分
相
ス

ミ
、

引
ト

リ
ニ

相
ナ
ル

十
八
日
、

亦
二

ノ

宮
滝
ノ
ヘ

ン

サ
ハ

ガ
シ

キ
チ
ウ
シ

ン

有
之
、

ノ
ウ
ヘ

ヒ

ク
リ
出
ス
。

農
兵
八
王
子
江
ク
リ
出
シ

出
向
ニ

行

十
九
日
、

愈
々

騒
動
シ

ツ
マ

リ

廿
二

日
、

打
コ

ハ

シ

ノ

罪
人
四
十
一

人
江
戸
江
送
ラ
ル

廿
七
日
、

打
コ

ハ

シ

ノ

人
二

十
五
人
江
戸
江
送
ラ
ル

い

わ
ゆ
る
武
州
騒
動
が
こ

れ
で

あ
る
。

武
州
騒
動
の

報
は
直
ち
に

多
摩
川
右
岸
村
々

に

も
伝
わ
り（『
資
料
編

』10

近
世
（7）
六
三
五

）、
こ

れ
を
機
に
、

橘
樹
・

都
筑
郡
諸
村
で

も
、

自
衛
組
織
と
し
て

農
兵
隊
結
成
が
す
す
め
ら
れ
た
（『
資
料
編

』10

近
世
（7）
六
三
七

・

六
三
九

）。
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荻
野
山
中
陣
屋
の

焼
き

打

ち

と

お

札

降
り

こ

の

こ

ろ
か
ら
、

内
陸
部
四
郡
に

も
維
新
の

動
乱
が
波
及
し
て

く
る
。

こ

の

地
帯
村
々

の

支
配
層
が
、

「
公
方
様
大
坂
に

て

御
他
界
」、
「（
大
坂
で

）
一

ツ

橋
将
軍
様
切
ら
る
と
云
風
聞
」（
大
政
奉
還
を
め

ぐ
る
誤
聞
）、「
所
々

方
々

に

荒
高
な
る
神

札
ふ

る
こ

と
多
し
」（
前
掲
河
野
家
蔵
「
慶
応
二

丙
寅
年
日
記
控
」、「
慶
応
三

丁
卯
歳
日

記
帳
」）な
ど
の
ニ

ュ

ー
ス

か
ら
予
感
し
た
動
乱
の

到
来
は
、

慶
応
三

年
（
一

八
六
七
）
十
二

月
十
五
日

愛
甲
郡
下
荻
野
村
荻
野
山
中
藩
陣
屋
の

焼
き
打
ち
事
件
に

よ
っ

て

現
実
と
な
っ

た
。

討
幕
の

密
勅
を
う
け
た
薩
摩
藩
は
、

江
戸
三

田
藩
邸
を
拠
点
に

関
東
地
方
の

攪
乱
行
動
を
始
め
、

慶
応
三

年
十
二

月
十
四
日
、

同
藩
邸
を
出
た
浪

士
三
一

人
は
、

先
に
の
べ

た
よ
う
に
、

矢
倉
沢
往
還
を
通
っ

て
翌
十
五

日

夕
刻
愛
甲
郡
下
荻
野
村
に

い

た
り
、

荻
野
山
中
藩
陣
屋
を
焼
き
打
ち
す
る

と
と
も
に
、

近
村
の

名
主
・

大
惣
代
ら
か
ら
合
計
三

三

〇
〇
両
近
く
を
徴
収
し
、

多
摩
郡
小
比
企
村
を
経
て

十
七
日
八
王
子
宿
に

入
り
、

甲
州
街
道

を
下
っ

て

江
戸
に

帰
っ

た
。

彼
ら
が
通
っ

た
下
荻
野
村
か
ら
津
久
井
郡
根
小
屋
村
に

い

た
る
道
は
、

後
述
す
る
こ

の

地
帯
の

主
要
な
商
品
流
通
路
で

あ
る
。

こ

こ

を
人
足
・

駄
馬
多
数
を
徴
発
し
て

通
行
し
、

さ
ら
に

八
王
子
か
ら
は
「
長
持
三

棹
、

駄
馬
夥
敷
、

人
足
六
十
人
相
雇
、

宿
々

継
立
を
以

御
府
内
に

」（『
資
料
編

』10

近
世
（7）
六
五
七

）
帰
っ

て

い
っ

た
。

ま
た
、

こ

の

と
き
別
の

浪
士
九
人
は
、

甲
州
街
道
を
上
り
、

十
五
日

八
王
子
宿
に

泊
っ

た
が
、

こ

こ

で
、

日

野
・

駒
木
野
の

農
兵
隊
に

踏
み
込
ま
れ
打
ち
取
ら
れ
た
。

前
述
「
河
野
日
記
」
に
よ
れ
ば
、

（
十
二

月
）
十
四
日
、

江
戸
ヨ

リ
浪
人
来
ル

云
風
聞
ア
ル

十
五
日
、

昼
八
ツ

時
浪
人
九
人
道
行
、

八
王
子
伊
セ

ヤ

孝
右
衛
門
江
浪
人
止
宿
致
シ
、

夜
中
ニ

日

野
宿
農
兵
内
六
人
踏
込
、

右
浪
人
ヲ

六
人
切
ト
ル
。

此
内
二

人
死
、

扇
ヤ

市
三
郎
・

出
市
兼
助
両
人
死
、

宿
中
大
騒
キ
ナ
リ

こ

の

直
後
前
述
浪
人
隊
が
ま
た
八
王
子
へ

入
り
込
ん
で

き
た
の

で

あ
る
。

一

七
日
、

又
浪
人
者
四
十
人
下
リ
江
道
行
ク
、

宿
中
又
大
サ
ハ

ギ
、

右
浪
人
相
州
荻
野
山
中
陣
屋
ヲ

焼
ホ
ロ

ボ
ス
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脇
往
還
の

み
な
ら
ず
甲
州
街
道
ま
で

も
、

こ

う
し
た
浪
人
隊
が
堂
々

と
通
行
す
る
と
こ

ろ
に
、

す
で
に

無
力
化
し
た
幕
府
の

地
方
支
配
の

実
態
が

示
さ
れ
て

い

る
。

甲
州
街
道
筋
で

は
、

日

野
宿
な
ど
の

農
兵
隊
が
「
秩
序
」
を
保
っ

て

い

た
が
、

そ
れ
も
し
ば
ら
く
の

間
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

新

政

府

支

配

の

樹

立

翌
慶
応
四
年
（
一

八
六
八
）
三

月
十
一

日
、

甲
州
勝
沼
で

幕
軍
を
破
っ

た
官
軍
は
、

八
王
子
宿
に

入
り
、

一

帯
は
新
政
府
の

支
配
下

に

組
み
込
ま
れ
た
。

こ
の

間
の

経
過
に
つ

い

て
、

前
掲
「
河
野
日

記
」
の

関
係
部
分
を
掲
げ
る
と
次
の

と
お
り
で

あ
る
。

（
二

月
）
七
日
、

江
戸
ヨ

リ
歩
兵
ノ

浪
人
凡
四
百
人
程
登
ル
、

所
々
ニ

而
乱
ボ
フ
ス
、

金
子
押
カ

リ
ス
、

九
ツ

時
上
リ
早
駕
籠
通
ル
。

同
七
ツ

半
ト
キ
上
リ
、

騒
カ

シ

キ
事
夥
シ

（
以
下
九
日
、

十
二

日
、

十
三

日
と
頻
繁
な
早
駕
籠
通
過
の

記
事
が
続
く
）

十
四
日
、

先
七
日
浪
等
歩
兵
登
リ
ノ

族
、

江
戸
ヨ

リ
奉
行
登
、

引
返
に

相
成
ル
、

夕
方
通
リ
下
ル
、

府
中
泊
リ

十
八
日
、

又
残
党
歩
兵
百
四
十
人
下
リ
日
野
江
泊
ル
、

宝
泉
寺
江
右
ノ

内
六
十
二

人
泊
ル

（
三

月
）
二

日
、

大
久
保
剛
様
甲
州
御
城
国
ニ

通
ル
、

馬
上
二

人
、

一

人
剛
サ
マ

近
藤
勇
、

一

人
同
門
人
石
田
歳
蔵

三

日
、

右
ノ

人
ヲ

日

野
農
兵
廿
二

人
甲
府
迄
送
ル

六
日
、

石
田
出
生
、

土
方
年
蔵
早
打
ニ

テ
下
ル
、

日

野
農
兵
廿
二

人
甲
府
行
事
不
叶
、

郡
内
猿
橋
手
前
ニ

扣
居
ル
、

駒
カ
ヒ

宿
□
□
又
跡
江
八
日

引
返
シ

荷
物
番
ス
、

大
久
保
剛
様
兵
ヨ

リ
四
リ
先
ニ

居
陣

七
日
、

早
打
登
リ
下
リ
不
数
知
、

混
雑
ス

ル

事
夥
シ
、

信
州
高
島
様
江
戸
ヲ
立
、

郡
内
迄
登
リ
、

行
事
不
出
来
又
江
戸
江
返
ル

九
日
、

去
ル

六
日
昼
八
ツ

時
ヨ

リ
タ
方
迄
甲
州
勝
沼
宿
ニ

テ
合
戦
有
、

江
戸
方
敗
北
ス
、

農
兵
夕
方
返
ル
、

早
打
登
リ
下
リ
不
数
知
、

騒
敷
事
ヲ
ヒ

タ
タ
シ
。

鎮
撫

隊
夜
中
逃
去
ル
、

諸
家
ニ

テ
物
ヲ
カ
タ
付
ル
、

鎮
撫
隊
日

野
農
兵
チ
ョ

ウ
テ
キ
ノ

名
ヲ

請
ル

十
一

日
、

上
方
ヨ

リ
勅
使
ト
シ

テ
訪
諏
様
御
家
来
八
ツ

ト
キ
当
所
江
乗
込
ニ

ナ
ル
、

八
王
子
宿
ニ

数
百
人
逗
留
ス
、

宿
中
農
兵
改
有
之
、

皆
々

心
配
ス
、

農
兵
九
人

呼
寄
ラ
ル
、

皆
々
ニ

ゲ
チ
ル
、

夜
中
ニ

下
名
主
宅
江
ス

ハ

ノ

家
来
踏
込
、

ア
ハ

ノ
ス

忠
左
衛
門
・

平
山
惣
二

郎
・

日
野
久
兵
衛
シ
バ

ラ
ル
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十
二

日
、

早
打
登
リ
下
リ
数
不
分
、

宿
中
騒
乱
ス
、

心
ハ

ヒ

無
際
リ

十
三
日
、

土
佐
家
来
小
嶋
捨
蔵
殿
三

十
人
昼
飯
休
ミ
、

先
テ
土
佐
ト

因
州
ト

同
勢
凡
二

千
人
ノ

通
、

皆
鉄
砲
持
通
ル
、

大
砲
数
十
挺
、

荷
物
ハ

勝
手
道
具
迄
持
行
、

宿

中
惣
人
足
ノ

惣
介
郷
ナ
リ
、

夜
ス

ハ

サ
マ

人
足
二

十
六
人
宝
泉
寺
江
泊
ル
、

賄
人
数
十
人

（
十
三

日
追
記
）
土
・

因
ノ

中
央
江
人
数
凡
五
十
人
計
リ
皆
鉄
砲
ヲ

持
、

勅
使
様
錦
ノ

幟
二

流
ヒ

ル

カ
ヘ

シ

偸
口

御
通
リ
ア
ル
、

其
年
廿
歳
位

前
十
一

日
ノ

シ
ハ

ラ

レ

人
御
チ
ヒ

ニ

テ
十
二

日
ノ

夜
下
ケ
ニ

ナ
ル
、

日
ノ

万
兵
衛
殿
千
人
隊
ニ

メ
ン

ヂ
テ

下
ル

二

十
九
日
、

京
都
ヨ

リ
柳
原
侍
従
殿
様
為
勅
使
先
触
ニ

而
道
筋
普
請
、

往
来
端
ノ

木
悉
皆
切
、

原
道
ハ

タ
ノ

桑
不
残
切
ル
、

横
道
江
ハ

竹
矢
来
ヲ

結
、

不
浄
ナ
ル

場

所
ハ

青
葉
ニ

而
抱
立
、

寔
ニ

古
今
稀
代
ノ

道
フ

シ

ン

ナ
リ

三

十
日
、

柳
原
侍
従
様
御
馬
ニ

テ

御
通
リ
ア
ル
、

御
ケ
ヒ

エ

ヒ

ト
シ

テ

遠
州
浜
松
城
主
高
六
万
石
井
上
河
内
守
様
同
勢
七
百
人
ニ

テ
通
リ
、

宿
中
相
賄
、

府
中
江
泊

リ（
四
月
）
十
一

日
、

江
戸
御
城
鑑
軍
勢
乗
取
入
替
ル
、

一

ツ

橋
様
水
戸
江
引
渡
シ

ナ
ル

朝
敵
と
な
っ

た
農
兵
ら
の

逮
捕
・

放
免
、

飯
能
戦
争
で
の

官
軍
勝
利
（
五

月
二

十
三

日

）（
前
掲
「
河
野
日

記
」、
五
月
二

十
三

日
、「
朝
明
方
扇
町
ヤ
ノ

黒
須
川

原
ニ

テ

官
軍
ダ
ッ

ソ

ト

合
戦
有
夫
ヨ

リ
飯
能
に

打
寄
大
合
セ

ン

ハ

ン

ノ

フ

大
ニ

焼
失
ス
。

大
砲
・

小
砲
ノ

音
雷
ノ

如
ク
ニ

聞
ユ

ル

」）
を
経
て
、

新
政
府
支
配
は
固
ま

り
、

多
摩
郡
日

野
宿
で

は
、

九
月
二

日
、

宿
の

上
下
に

「
御
料
知
県
事
江
川
太
郎
左
衛
門
支
配
所
」
と
記
し
た
棒
杭
が
建
て

ら
れ
、

さ
ら
に
、

明
治

と
改
元
さ
れ
た
十
月
二

十
五
日
、「
是
よ
り
東
韮
山
県
支
配
」
な
る
棒
杭
に

改
め
ら
れ
た
（
さ
ら
に

明
治
四
年
十
一

月
神
奈
川
県
へ

編
入
、

前
掲
「
河

野
日

記
）。

同
じ
こ

ろ
、

浪
人
隊
の

襲
撃
を
う
け
た
荻
野
山
中
藩
下
荻
野
村
で

も
、

七
月
八
日

高
札
が
、

「
五
榜
」
の

高
札
に

掛
け
替
え
ら
れ
、

村
民
一

般

に

朝
廷
支
配
下
に

入
っ

た
こ

と
が
周
知
せ
し
め
ら
れ
た
。

な
お
、

こ

れ
は
五

榜
の

制
札
が
発
表
さ
れ
た
三

月
十
四
日
よ
り
、

約
四
か
月
遅
れ
て
い

る
。

な
お
、

こ

の

村
で

も
、

当
初
、

定
三

札
の

う
ち
の

第

三

札
は
「
き
り
し
た
ん
邪
宗
門
の

儀
堅
く
御
制
禁
た
り
、

若
不
審
な
る

も
の

こ

れ
有
ら
は

其
筋
の

役
所
へ

申
出
へ

し
、

御
ほ
う
ひ

下
さ
る
へ

く
事
」

©神奈川県立公文書館



で

あ
っ

た
が
、

後
に

「
一

　
切
支
丹
宗
門
之
儀
ハ

是
迄
御
制
禁
の

通
、

固
く
相
守
る
べ

き
事
、

一

　
邪
宗
門
の

儀
は
固
く
禁
止
の

事
」
に

訂
正
さ
れ

た
（「
御
高
札
写
」
厚
木
市

難
波
武
治
家
文
書
）。

同
藩
は
そ
の

ま
ま
存
続
す
る
が
、

九
月
四
日
同
藩
の

駿
河
・

伊
豆
国
領
の

上
知
が
命
じ
ら
れ
、

同
月
二

十
三

日

代
知
を
愛
甲
郡
の

内
で

与
え
ら
れ

た
。

と
こ

ろ
が
新
た
に

同
藩
領
に

指
定
さ
れ
た
村
々

は
、

領
主
が
「
御
非
道
の

御
扱
こ

れ
有
る

哉
に

て

夫
々

奔
走
箱
訴
等
」
し
て

反
対
し
、

二

年
十

月
に

入
っ

て
よ
う
や
く
新
領
引
き
渡
し
と
な
っ

た
。

こ

れ
ら
の

村
々

は
二

年
六
月
旧
領
主
大
久
保
教
義
が
そ
の

ま
ま
藩
知
事
と
な
り
、

四
年
七
月
、

荻
野
山
中
県
、

同
年
十
一

月
に
い

た
っ

て

足
柄
県
に

合
併
さ
れ
た
。

多
摩
郡
拝
嶋
村
・

田
中
村
・

下
柚
木
村
、

愛
甲
郡
田
代
村
・

八
菅
村
・

栗
原
村
は
、

村
全
部
で

は
な
い

が
、

三
千
石
旗
本
太
田
運
八
郎
の

知
行
地

に

属
し
て

い

る
。

太
田
は
慶
応
二

年
八
月
幕
府
第
二

次
長
州
戦
争
の

中
の

銃
隊
改
役
と
な
り
、

大
坂
ま
で

出
兵
し
た
が
、

翌
三

年
七
月
帰
府
、

改
役

も
免
ぜ

ら
れ
、

維
新
に

際
し
て

は
早
く
、

慶
応
四
年
三

月
に

は
朝
廷
方
に

帰
順
し
、

明
治
元
年
十
一

月
、

本
領
を
安
堵
さ
れ
た
。

し
か
し
、

そ
の

と
き
の

行
政
官
か
ら
の「
被
仰
渡
書
」は「
万
石
以
下
知
行
所
の

議
、

最
寄
の

府
県
支
配
た
る
べ

し
」と
あ
っ

て

武
州
三
か
村
は
韮
山
県
、

柳
川
三

か
村
は
神
奈

川
県
の

支
配
下
に

入
っ

た
。

た
だ
し
、

元
年
の

年
貢
収
納
は「
是
迄
の

領
主
取
納
申
事
す
べ

き
」と
さ
れ
た（「
慶
応
二

寅
年
八
月
吉
日

諸
書
上
物
帳
」
愛

川
町

大
矢
ゑ
ひ

家
文
書
）。

こ

の

よ
う
な
形
で
、

内
陸
四
郡
に
お
い

て

も
新
政
府
の

支
配
が
樹
立
さ
れ
て

ゆ
く
が
、

明
治
二

年
の

時
点
で

は
、

な
お

そ
の

体
制
は
整
っ

て
い

な
い
。

明
治
二

年
の

新
政

府
支
配

の

実
態

愛
甲
郡
田
代
村
は
、

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）、
近
年
ま
れ
な
違
作
の

た
め
、

同
年
年
貢
の

検
見
引
方
を
地
頭
に

上
願
し
た
が
、

検
見
は
神
奈
川
県
が
実
施
す
る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
と
し
て

受
け
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
。

し
か
し
、「
神
奈
川
県
も
朝
臣
の

分

未
御
規
則
聢
と
御
取
極
に

相
成
ら
ざ
る

」
有
様
で
、

県
の

体
制
が
整
う
の

を
待
つ

う
ち
に

九
月
に
な
り
、

こ

の

ま
ま
で

は
刈
取
時
期
に
お
く
れ
、

田

方
麦
作
の

仕
付
け
も
出
来
な
く
な
る
と
し
て
、

地
頭
か
ら
、

当
年
年
貢
米
の

う
ち
三
五
石
を
借
用
し
て
い

る
（
明
治
二

年
九
月
「
奉
差
上
御
請
書
之
事
」
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前
掲
大
矢
家
「
諸
書
上
物
帳
」
よ
り
）。

こ

の

神
奈
川
県
の

明
治
元
年
分
の

年
貢
徴
収
に
つ

い

て

は
、

明
治
二

年
二

月
、

同
県
管
下
の
一

名
主
の
、

多
摩

郡
布
田
宿
の

名
主
原
惣
兵
衛
あ
て

書
状（
東
京
都
八
王
子
市

野
口

正
久
氏
蔵

原
豊
穣
文
書
）
は
次
の

よ
う
に
述
べ

て
い

る
。

一

、

金
川
県
十
里
部
内
、

当
二

月
昨
辰
年
分
収
納
御
出
役
は
調
済
、

納
方
ハ

村
々

同
所
ヘ

出
頭
と
存
居
候
処
、

去
月
廿
一

、

二

日
俄
ニ

森
田
様
壱
人
出
役
御
取
立
ニ

相
成
、

如
何
ニ

モ

大
急
之
事
ニ

而
、

最
寄
村
々

殊
之
外
困
リ
候
風
説
、

拙
村
上
下
ハ

去
冬
中
大
凡
取
立
置
候
故
、

此
度
ハ

至
而
都
合
宜
敷
御
座
候
、

其
上
正
金
納
之

心
得
ニ

候
処
、

兼
而
御
約
言
之
通
、

正
金
金
札
取
交
、

上
納
勝
手
次
第
之
旨
被
申
渡
候
ニ

付
、

二

ケ
村
之
儀
即
刻
金
川
江
飛
脚
差
立
、

金
札
引
替
上
納
、

相
場
百

両
ニ

付
百
廿
両
、

買
入
候
。

相
場
ハ

百
両
ニ

付
六
拾
七
、

八
、

九
両
、

惣
納
高
差
引
候
得
ハ

多
分
渡
金
出
来
、

不
計
天
幸
ニ

付
、

家
別
今
日
之
暮
方
ニ

応
シ

高
下

ヲ

付
、

先
々

割
渡
候
心
得
ニ

御
座
候
、

昨
年
不
作
引
方
之
一

助
ニ

モ

致
積
ニ

御
座
候
、

但
村
々

之
内
不
日
ニ

而
金
札
納
候
ト
モ

俄
之
事
ニ

付
不

□
之
処
、

幸
寄

場
ヘ

金
札
売
人
参
リ
居
、

此
モ

ノ
ヨ

リ
取
引
、

百
両
ニ

付
九
拾
五
、

六
両
ゟ
九
十
八
両
迄
追
々

引
替
、

弊
村
抔
ト
ハ

格
外
之
相
違
、

中
ニ

ハ

正
金
而
已
納
候
モ

間

々

有
之
、

村
役
人
不
働
之
様
ニ

候
ヘ

バ
、

村
方
之
モ

ノ
モ

動
揺
可
致
カ
ニ

奉
存
候
、

木
曽
村
ゟ
八
王
子
駒
木
野
辺
、

取
立
出
役
ハ

一

切
金
札
不
受
取
、

正
金
而
已

村
々

納
ニ

相
成
申
候
、

是
ハ

内
実
如
何
敷
相
覚
候
、

当
辺
出
役
ハ

極
正
義
之
人
ニ

御
座
候
…
…
右
火
急
租
税
出
役
御
取
立
ハ

、

内
実
御
再
幸
御
入
用
金
之
内
ニ

相

成
候
由
、

森
田
氏
内
密
被
申
聞
候
、

上
ニ

モ

御
金
ハ

以
之
外
御
不
足
哉
ニ

相
見
候
、

通
用
金
此
度
ハ

多
分
円
キ
形
ニ

御
吹
替
ト

申
事
ニ

候
（
下
略
）

す
な
わ
ち
、

神
奈
川
県
で

は
、

明
治
元
年
分
の

貢
租
を
、

二

年
一

月
二

十
一

、

二

日
に
、

官
員
が
村
々

に

出
張
し
て

急
拠
徴
収
を
し
た
が
、

そ

れ

は
天
皇
の

再
度
東
幸
（
東
京
奠
都
）
の

費
用
に

あ
て

る
た
め
と
い

わ
れ
、

新
政
府
財
政
の

窮
迫
は
、

県
管
下
の

名
主
層
に

感
知
さ
れ
て

い

る
。

政
府
は
、

元
年
十
二

月
二

十
四
日
の

会
計
官
達
で
、

「
諸
上
納
物
金
納
の

分
」
を
、

太
政
官
札
（
金
札
）
で
、

正
金
一

〇
〇
両
に

付
札
一

二

〇
両
の

公
定
相
場
で

の

上
納
を
認
め
た
。

神
奈
川
県
で
の

右
の

措
置
も
、

こ

の

達
に

も
と
づ

く
。

し
か
し
、

出
張
官
員
に

よ
っ

て

は
、

金
札
で

の

上
納
を
認
め
な
い

者
が

あ
り
、

ま
た
、

多
く
の

村
で

は
、

金
札
が
不
足
し
、

「
金
札
売
人
」
か
ら
公
定
相
場
は
金
札
一

〇
〇
両
が
正
金
八
三

両
余
で

あ
る
の

に

正
金
九
五

－

九
八
両
の

相
場
で

購
入
し
て
い

る
。

し
か
し
、

書
状
の

名
主
は
、

機
敏
に

横
浜
表
で
、

金
札
一

〇
〇
両
に

付
正
金
六
七
－
九
両
で

金
札
を
買
い

上
納

し
、

多
額
の

利
得
を
得
て
、

こ

れ
を
、

元
年
の

不
作
に

苦
し
む
村
民
に

割
り
も
ど
し
た
い

と
し
て
い

る
。

当
時
、

横
浜
で

は
、

「
外
国
人
方
に
て

更
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に
金
札
を
受
不
申
」（
明
治
二

年
六
月
「
上

」〔
甲
州
街
道
中
仙
道
筋
金
札
流
通
状
況
探
索
書
〕
大
隈
文
書
第
四
巻
九
ペ

ー
ジ

）、
金
札
相
場
は
最
も
安
か
っ

た
。

い

ず
れ
に

せ
よ
、

こ

う
し
た
内
陸
四
郡
で
の
、

貢
租
収
取
の

不
統
一

、

非
組
織
性
に

加
え
て
、

太
政
官
札
流
通
の

停
滞
は
、

新
政
府
の

地
方
支
配

が
ま
だ
き
わ
め
て

不
徹
底
で

あ
っ

た
こ

と
を
示
し
て
い

る
。

明
治
二

年
五
、

六
月
の

金
札
流
通
状
況
「
探
索
書
」
に

よ
れ
ば
、

た
と
え
ば
高
座
郡
国
分
村
で

は
、

地
頭
か
ら
金
札
通
用
の

触
れ
が
な
く
「
通
用

悪
敷
」、

高
座
郡
大
塚
村
・

愛
甲
郡
厚
木
宿
な
ど
で

は
、

神
奈
川
県
お
よ
び
地
頭
か
ら
達
し
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、

金
札
が
ま
だ
出
回
っ

て
い

な
い
、

な
ど
の

景
況
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

さ
ら
に

加
え
て
、

さ
き
に

都
筑
郡
で
み
た
治
安
の

乱
れ
は
、

こ

こ

で

も
存
在
し
、

明
治
二

年
五

月
の

「
探
索

書
」
は
、

高
座
郡
一

之
関
村
辺
の

見
聞
と
し
て
、

同
村
名
主
小
林
源
内
方
で

放
火
が
あ
っ

た
こ

と
、

「
当
節
近
辺
盗
賊
多
く
至
て

不
穏
旨
口

々

申
居

候
事
」
を
報
じ
て
い

る
。

こ

の

地
帯
に

近
接
す
る
多
摩
郡
原
町
田
周
辺
に
つ

い

て

も
、

同
様
の

盗
難
事
件
が
頻
発
し
て

い

る
。

（『
町
田
市
史
』
下
巻
、

五
ペ

ー
ジ

以
下
。

）

こ

の

よ
う
な
情
勢
下
に

あ
る
、

幕
末
・

維
新
期
に

お
け
る
内
陸
部
四
郡
の

農
業
と
農
民
の

姿
を
次
に

明
ら
か
に

す
る
。

注（1）
　
慶
応
二

年
（
一

八
六
六
）
八
月
二

十
七
日
（
但
し
家
茂
は
七
月
二

十
一

日
死
去
）。
同
三

年
十
月
二

十
二

日
。

同
年
十
二

月
四
日
。

（2）
　
『
維
新
史
料
綱
要
』（
巻
七
、

四
四
四
ペ

ー
ジ

）
は
、

十
二

月
十
五
日
の

項
に
「
和
歌
山
藩
士
ト

称
ス

ル

徒
数
十
人
、

荻
野
山
中
藩
ノ

陣
屋
ヲ

襲
ヒ
、

発
砲

掠
奪
ス
。

尋
デ
、

厚
木
相
模
国

愛
甲
郡
ニ

至
ル
。

旧
幕
府
神
奈
川
奉
行
水
野
良
之
若
狭
守
兵
ヲ

派
シ

テ
之
ヲ

鎮
緝
セ

シ

ム

」と
あ
る
の

は
事
実
と
か
な
り
異
な
る
。

（3）
　
文
久
三

年
（
一

八
六
三

）
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
の

支
配
地
に

農
兵
隊
が
編
成
さ
れ
た
。

維
新
期
の

日

野
農
兵
隊
そ
の

他
に
つ

い

て
は
『
町
田
市
史
』

下
巻
九
ペ

ー
ジ

以
下
参
照
。

（4）
　
な
お
、

下
荻
野
・

中
荻
野
村
な
ど
旧
領
村
々

は
、

こ

の

反
対
運
動
に

対
し
、

「
御
慈
悲
深
キ
御
領
主
様
未
御
領
民
と
も
不
相
成
何
ヲ

以
而

」
非
道
と
い

う
か
、

と
反
撥
し
て
い

る
（
明
治
二

年
十
月
九
日
、

山
中
民
政
役
所
あ
て
「
御
伺
書
」
厚
木
市
下
荻
野
　
難
波
家
文
書
）。
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二

　
農

村

多
摩
郡
三

輪
村
外

四

か
村
の

農
業

多
摩
郡
三

輪
・

能
ケ

谷
・

真
光
寺
・

大

蔵
・

広
袴
の

各
村
は
、

多
摩
川
右
岸
の

都
筑
郡
に

接
す
る
丘
陵
地
帯
で
、

前
述
都
筑
郡
岡
上
村
・

片
平

村
と
ほ
ぼ

同
様
の

農
産
物
構
成
を
示
し
て
い

る
（
表
一

－

一

四

）。

米
は
三

輪
村
の

外
は
、

産
額
の

約
三

〇
㌫
が
販
売
さ
れ
る
が
、

こ

れ
は
前
述
岡
上
村
同
様
、

一

人
一

日
一

合
五

勺
を
消
費
す
る

と
し
た
上
で

の

推
計
値
で

あ
る
。

ま
た
繭
は
生
産
額
で
、

そ
の

ほ
と
ん
ど
が
生
糸
に

製
造
さ
れ
て

販
売
さ
れ
る
。「
物
産
表
」
に
、

「
繭
何
程
此
生
糸
何
程
」
と
あ
る
の

が
こ

れ
を
裏
付
け
て

い

る
。

甘
柿
・

炭
な
ど
も
販
売
さ
れ
る
が
、

こ

れ
ら
諸
村
で
の

主

た
る
現
金
収
入
源
は
米
と
生
糸
で

あ
る
。

都
筑
郡
片
平
村
の

事

例
か
ら
推
せ
ば
、

旧
来
か
ら
の

村
落
上
層
農
家
で

は
米
の

販
売

を
、

中
層
以
下
農
家
で

は
生
糸
の

販
売
を
主
と
し
て
い

る
と
思

わ
れ
る
。

そ
の

養
蚕
－
製
糸
規
模
は
、

生
糸
一

人
当
た
り
七
・

表1－14　明治4年多摩郡南部（多摩川右岸）5か村の農産物構成

注　1　明治5年4月「物産表」（梶景三家文書）より作成。

2　他に醤油製造が三輪村に製造家1戸があるが「当人病災ニ相成未タ相始不申候」。また

絞油は，真光寺村に1戸あるが「菜種払底ニ付相休申候」。
3　炭は1俵2貫目。
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五
－
二
一

・

七
目
、

一

八
七
六
年
の

多
摩
郡
平
均
価
格
で

換
算
す
る
と
二

九
－
八
五

銭
と
な
る
。

一

農
家
七
人
家
族
と
す
れ
ば
、

大
よ
そ
二

－
六
円

ほ
ど
の

収
入
で
、

米
五

斗
－
一

石
四
斗
を
販
売
し
て

得
る
収
入
に

あ
た
る
。

養
蚕
・

製
糸
を
営
ま
な
い

農
家
を
も
含
む
平
均
値
と
は
い

え
少
額
で

あ

り
、

自
家
で

収
繭
し
、

そ
れ
を
農
閑
期
に

製
糸
す
る
と
い

う
生
産
形
態
に
ふ
さ
わ
し
い
。

高
座
郡
相
原
村
外

七
か
村
の

農
業

高
座
郡
諸
村
で

は
様
相
が
異
な
る
。

高
座
郡
は
、

中
央
に

水
利
の

便
の

な
い

広
大
な
相
模
原
台
地
が
展
開
し
、

古
く
か
ら
の

村
落
は
、

高
座
川
（
境
川
）
お
よ
び
相
模
川
の

河
岸
段
丘
下
に

開
田
し
、

両
川
に

沿
っ

て

所
在
し
て
い

る
（
表
一

－

一

五
の

田
名

表1

－15

　
高
座
郡
相
原
村
外7
か
村
農
産
物
価
額
構
成
（1874

－1879

年
）

注
　1

　
山
口
徹
「
幕
末
期
に
お
け
る

養
蚕
・

製
糸
業
の
展
開
と

質
地
金
融
」（『
神
奈
川
県
史
研
究
』22
）
第4

，

5

表
に
よ
る
。

な
お
若
干
の
誤
植
を
改
め
，

円

以
下
切
捨
て
，

％
は
小
数

2

位
を4

捨5

入
し

た
。

た
だ
し

磯
部
村
は
相
模
原
市
立
図
書
館
古
文
書
室
蔵
『
明
治11

年
農
産
表
』
よ
り

作
成
。

2

　
磯
部
村
の
場
合
の
み
繭
産
額
が
掲
記
さ

れ
，

そ
の1

部
が
生
糸
に

製
せ
ら

れ
た
と

考
え
ら

れ
る
。

な
お
田
名
村
も

繭
産
額
を
掲
げ
る

が
繭1

貫
を
生
糸200

目

と

し

て
す
べ
て
生
糸

産
額
に
換
算
し

て
い
る
。

©神奈川県立公文書館



・

下
溝
・

磯
部
・

新
戸
の

諸
村
）。

そ
し
て
、

台
地
上
に

は
、

漸
次
水
田
の

全
く
な
い

村
々

が
形
成
さ
れ
て

き
た
（
表
の

相
原
・

橋
本
・

小
山
・

清
兵
衛
新

田
の

諸
村
）。

し
か
し
、

台
地
上
に
は
な
お
広
大
な
未
開
地
が
存
在
し
、

明
治
以
降
県
あ
る
い

は
、

還
禄
士
族
ら
に

よ
っ

て

し
ば
し
ば
入
植
開
墾
が

企
て

ら
れ
た
。

水
田
を
も
つ

村
で

も
、

耕
作
中
水
田
の

割
合
は
低
く
、

新
戸
村
一

九
㌫
余
を
最
高
に

磯
部
村
が
一

四
㌫
余
と
こ

れ
に

次
ぎ
、

下
溝
・

田
名
村
は
そ

れ
ぞ
れ
五
㌫
、

四
㌫
に

す
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ

て
、

米
の

商
品
化
は
、

新
戸
村
で
二

〇
㌫
が
移
出
（「
明
治
五

年
新
戸
村
物
産
調
書
」『
相
模
原
市
史
』
第

六
巻
五
七
九
ペ

ー
ジ

）
さ
れ
て
い

る
ほ
か
は
皆
無
に

近
い
。

こ

れ
を
間
接
的
に

示
す
の

が
、

岡
穂
（
陸
稲
）
の

栽
培
で

あ
る
。

水
田
を
も
ち
な
が
ら
、

新
戸
村
を
除
く
三

か
村
で

は
農
産
物
価
額
構
成
の

上
で
、

水
田
の

全
く
な
い

村
々

と

同
じ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の

割
合
の

陸
稲
を
作
っ

て
い

る
。

「
住

民
常
食
」
は
「
米
或
は
麦
粟
こ

れ
に

亜
く
」（
明
治
十
二

年
「
磯
部
村
戸
数
住
民
調
書

」
前
掲
『
市
史
』
五
八
五
ペ

ー
ジ

）
状
況
で

あ
っ

た
が
、

そ
の

主
食
の

米

は
、

畑
作
の
一

部
に

陸
稲
を
作
付
け
る
こ

と
に

よ
っ

て

自
給
し
得
た
の

で

あ
ろ
う
。

水
田
を
全
く
も
た
な
い

村
々

で

は
、

こ

の

陸
稲
が
、

唯
一

の

収

穫
米
と
し
て
主
食
の

貴
重
な
一

部
を
な
し
て
い

た
。

こ

う
し
た
純
畑
作
村
の
、

主
要
な
現
金
収
入
源
は
、

養
蚕
・

製
糸
・

織
物
で

あ
っ

た
。

表
で

は
、

磯

部
村
を
除
き
、

産
繭
は
す
べ

て

村
内
で

生
糸
に

加
工
さ
れ
る
と
し
て
、

繭
産
額
は
計
上
し
て

い

な
い
。

ま
た
、

繭
・

糸
産
額
が
掲
げ
ら
れ
て

い

な
い

新
戸
村
で

も
、

「
明
治
五

年
物
産
調
書
」
に

は
、

明
治
四
年
分
と
し
て
、

繭
二

〇
四
貫
目
、

内
繭
一

二

〇
貫
目
、

生
糸
一

七
貫
目
と
記
さ
れ
て

い

る
。

産
繭
二

〇
四
貫
の

う
ち
八
四
貫
は
加
工

さ
れ
生
糸
と
し
、

ま
た
残
り
一

二

〇
貫
は
繭
の

ま
ま
販
売
さ
れ
る
と
い

う
意
で

あ
ろ
う
。

仮
り
に
一

八
七
九

（
明
治
十
二

）
年
も
こ

れ
と
同
じ
産
額
と
す
れ
ば
、

価
額
に

し
て

糸
・

繭
計
六
八
二

円
（
磯
部
村
で
の

単
価
で

換
算
）、
一

戸
当
た
り
四
円
七
一

銭
弱
と
な

る
。

以
上
を
考
慮
す
れ
ば
、

米
の
一

部
が
商
品
化
さ
れ
る
新
戸
村
を
除
き
、

農
産
物
価
額
構
成
の

な
か
で
、

生
糸
の

占
め
る
割
合
は
き
わ
め
て

高

い
。

と
く
に

水
田
を
全
く
も
た
な
い

諸
村
で

は
、

全
体
の

半
ば
を
超
え
、

安
政
三

年
（
一

八
五
六

）
開
発
に

成
功
し
、

初
め
て

検
地
を
う
け
た
新
開
の

清
兵
衛
新
田
を
除
き
、

一

戸
当
た
り
生
糸
生
産
額
も
二

〇
円
を
超
え
て

い

る
。

水
田
の

な
い

四
か
村
で

は
、

こ

れ
に

加
え
て
、

織
物
が
生
産
さ
れ
て
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い

る
。

四
か
村
合
計
で

絹
織
物
一

八
五

〇
円
、

木
綿
織
物
六
六
五
円
で
、

絹
織
物
が
総
額
の

七
三
・

六
㌫
を
占
め
る
。

し
か
し
、

村
に

よ
っ

て

そ
の

割
合
は
異
な
り
、

小
山
村
で

は
木
綿
織
物
が
全
体
の

七
五

㌫
、

清
兵
衛
新

田
で

は
す
べ

て

木
綿
織
物
で

あ
る
。

「
物
産
表
」
に

は
綿
産
額
の

記
載
は
な

い

が
、

綿
は
す
べ

て

織
物
の

原
料
と
す
る
た
め
、

繭
の

場
合
同
様
に

記
載

を
省
い

た
の

で

あ
ろ
う
。

木
綿
織
物
の

多
く
は
、

自
家
用
衣
料
の

生
産
を

目
的
と
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

こ

れ
に

反
し
、

相
原
・

橋
本
村
で

は
、

販
売
を
目
的
と
し
た
絹
織
物
生
産
が
主
体
を
占
め
、

そ
れ
は
と
く
に

相
原

村
に

集
中
し
て
い

る
。

八
王
子
の

周
辺
織
物
地
帯
の
一

部
を
な
し
て

い

る

の

で

あ
る
。

や
や
後
年
に

な

る

が
、

「
明
治
十
二

年
相
原
村
皇
国
地
誌
」

は
、

物
産
と
し
て
、

繭
・

生
糸
・

織
物
・

製
茶
を
あ
げ
、

「
但
武
州
八
王

子
駅
、

本
郡
上
溝
村
へ

輸
贈
す
」（
前
掲『
相
模
原
市
史
』第
六
巻
二

六
ペ

ー
ジ

）

と
記
し
て

い

る
。

右
に

記
さ
れ
た
上
溝
村
は
、

「
横
浜
・

東
海
道
・

八
王

子
・

厚
木
等
へ

来
往
す
る

も
の

概
ね
本
村
を
経
過
し
、

四
方
の

便
地
に

位

す
る
を
以
て
、

過
客
常
に

絶
え
ず
、

商
家
櫛
比
一

小
街
を
な
せ
り
、

明
治

三

年
庚
午
各
月
六
回
三

七
市
を
立
た
り
、

相
模
原
の

各
村
及
び
愛
甲
・

津

久
井
郡
等
に

産
す
る
生
糸
を
売
買
す
、

開
市
の

始
明
治
三

年
金

額
八

百

市場開設50年祭の上溝市（1919年） 相模原市立図書館古文書室蔵
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円
、

同
九
年
金
高
拾
五
万
円
、

同
十
一

年
金
額
弐
拾
万
円
に

至
る

」
と
い

う
、

維
新
期
に

新
た
に

形
成
さ
れ
、

急
速
に

繁
栄
を
と
げ
た
市
場
で

あ
っ

た
。

以
上
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、

こ

の

地
帯
の

畑
作
村
に

在
来
か
ら
存
在
し
て
い

た
自
給
的
な
木
綿
織
は
、

幕
末
・

維
新
期
の

養
蚕
・

製
糸
の

発
展
と
と
も
に

急
速
に

絹
織
物
生
産
に

切
り
換
え
ら
れ
つ

つ

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

こ

れ
に
と
も
な
っ

て

明
治
三

年
上
溝
に

市
場
が
開
か
れ
、

あ
わ
せ

て

農
民
の

衣
料
と
し
て
の

古
着
・

小
切
等
の

商
い

も
こ

こ

で

行
わ
れ
た
（「
上
溝
村
皇
国
地
誌
」『
相
模
原
市
史
』
第
六
巻

四
五
〇
ペ

ー
ジ

）。

こ

う
し
て
、

相
模
原
台
地
の

水
田
を
も
た
な
い

村
々

で

は
、

維
新
期
に

自
給
的
な
農
業
形
態
は
大
き
く
変
容
を
と
げ
つ

つ

あ
っ

た
。

た
だ
、

清
兵

衛
新
田
の

よ
う
に
、

と
く
に

生
産
条
件
の

悪
い

貧
村
で

は
、

こ

の

転
換
が
遅
れ
、

比
較
的
条
件
の

良
い

相
原
村
で

は
、

養
蚕
・

製
糸
の

み
な
ら
ず
、

絹
織
物
生
産
の

発
展
も
み
ら
れ
た
。

こ

の

よ
う
な
相
模
原
台
地
諸
村
の

農
業
発
展
に

と
も
な
っ

て
、

市
場
も
開
設
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

一

般
に
、

こ

こ

で

の

農
業
経
営
は
、

養
蚕
・

製
糸
、

部
分
的
に
は
絹
織
物
と
い

う
商
品
生
産
部
門
を
主
軸
と
す
る
よ
う
に

な
っ

た
。

畑
作
村
で

は
、

村
で

最
大

の

土
地
所
有
者
で

あ
る
最
上
層
農
家
も
ま
た
、

養
蚕
製
糸
に

力
を
入
れ

て

い

る
。

相
原
村
小
川
家
（
田
嶋
悟
「
養
蚕
畑
作
地
帯
に
お
け
る
地
主
経
営
」

『
神
奈
川
県
史
研
究

』
二

〇
所
収

）
は
、

村
で

最
大
の

土
地
所
有
者
（
一

八
七
八
年
現
在
で

小
作
地
一

三

町
以
上
、

手
作
地
約
三

町
六
反

）
で
、

手
作
の

た
め
の

季
節
雇
い

を
含
む
奉
公
人
六
人（
男
性

）と
糸
挽
き
女
性
数
人
を
雇
い
、

村
内
で

最
大
の

養
蚕
経
営
を
行
っ

て
い

る
。

そ
の

収
繭
量
は
、

村
全
体
（
総

戸
数
一

九
六
戸

）
の

約
四
・

八
㌫
、

製
糸
量
で
は
約
七
・

四
㌫
（
明
治
五
年
の

推
計
値

）
に

達
す
る
。

同
家
が
手
作
経
営
を
重
視
し
て

い

る
こ

と
は
、

手

作
地
に

は
良
質
の

土
地
を
あ
て

て

下
畑
・

下
々

畑
を
小
作
地
と
し
て

い

る
点
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、

こ

の

小
川
家
は
じ
め
、

一

般
の

農
家

は
、

「
農
業
を
専
と
す
、

養
蚕
を
務
む
、

女
は
農
閑
紡
織
す
」（「
明
治
十
二

年
相
原
村
皇
国
地
誌

」『
相
模
原
市
史
』
第
六
巻
二

六
ペ

ー
ジ

）
と
あ
る

よ

う

に
、

養
蚕
・

製
糸
・

機
織
を
あ
わ
せ
て

営
ん
で

お
り
、

こ

れ
か
ら
分
離
し
た
製
糸
場
・

織
物
場
の

存
在
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
。

製
糸
・

機
織
は
農
家

経
営
の

中
心
に

な
っ

て

は
い

る
が
、

い

ま
だ
農
間
余
業
の

域
を
出
て

い

な
い

の

で

あ
る
。

そ
し
て
、

し
ば
し
ば
当
時
の

「
皇
国
地
誌

」
等
で

は
、

製

出
し
た
生
糸
の

質
の

劣
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

こ

こ

に
、

当
時
の

商
品
生
産
発
展
の

限
界
が
あ
っ

た
。
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